元気づくり地域推進費事業（高齢者の口腔保健推進事業）介護施設検診結果
対象者数　349名（男74名女275名）　平均年齢　83.9歳

要介護度（要支援１）2.3％（要支援2）4.9％（要介護1）10.0％（要介護2）11.7％（要介護3）23.5％（要介護4）29.8％（要介護5）16.3％

平均残存歯数　10.9本（健全歯3.9本　処置歯6.0本　未処置歯4.1本）

食事（自立）42.4％（見守り）26.6％（一部介助）11.5％（全介助）12.3％（経管栄養）2.3％（胃ろう）3.4％
口腔清掃（自立）26.1％（見守り）13.5％（一部介助）26.9％（全介助）31.5％

要補綴者　96.3％　補綴完了者　40.7％　未補綴者　55.6％　補綴不要者　3.7％

口腔清掃状態（良好）10.9％（普通）39.3％（不良）47.6％
要治療者　73.1％（むし歯）48.7％（歯周病）32.4％（義歯）34.1％（抜歯）16.3％

（1） 要介護度が進行するにつれ、口腔内のほとんどの指標も相関して悪化した。

（2） 認知症によって要介護度は進行するが、口腔内の多くの指標も悪化した。

（3） 残存歯を多く持つ要介護者ほど、口腔ケアは行き届いていなかった。

（4） 残存歯数は、要介護度の進行と無関係で変化がなかった。
（5） 補綴完了者および治療完了者は、有意に、要介護度が進行しにくい。
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まとめ

要介護状態では、歯科治療が困難で、ほとんどのケースが放置されている現状である。要介護状態になる前に、介護予防の意味で、口腔内を清掃しやすい環境にするために、補綴を含む治療を完了させることが極めて大事である。そのことが、口腔ケアの効率を増し、口腔の健康、全身の健康、そしQOLの向上につながるものと思われる。
